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第１節 

未来を担う人づくり 

 

１ 家庭教育の充実 

（１）子どもの手本となる親であるために 

 

２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

（１）地域教育の環境づくり 

（２）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

 

３ 多様な保育サービスの提供 

（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

 

４ ２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

（１）子どもたちのための学校環境の整備 

（２）「生きる力」を育む教育の実践 

（３）特別支援教育の充実 

（４）開かれた学校づくり 
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１ 家庭教育の充実 

【施策の考え方】 

家庭は、子どもにとって最も大切な生活の場であり、家庭教育がしっかりしていることが何より大切です。しか

し、家族形態、ライフスタイル等が多様化し、時代が大きく変化している今日、親が子育てを行うことはこれまで

以上に難しさを増しています。 

親が親としての自覚と自信を高めるための学び、子育て相談等に対するニーズに応えていくとともに、働く親

が増加するなかで、子育て家庭に対する支援を行っていきます。 

【施策体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家
庭
教
育
の
充
実 

親
で
あ
る
た
め
に 

子
ど
も
の
手
本
と
な
る 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

ア． 共育プラザ事業の充実（子育て支援、世代間交流、 

中高生の活動支援） 

イ． 子ども家庭支援センターの運営 

ウ． 子育てひろば事業 

ウー１ 共育プラザ、健康サポートセンター、 

グリーンパレス、船堀子育てひろば、 

中葛西子育てひろば等 

ウー２ 民間ひろば 

エ． 安心子育て支援 

エー１ 妊婦全数面接【新】 

エー２ ハローベビー教室 

エー３ 養育支援家庭の早期発見・支援 

エー４ 産後ケア事業【新】 

エー５ 養育支援訪問事業の実施（育児支援ヘルパー 

派遣事業を含む） 

 

１０２ 自信をもって子育てを行うために 

ア． 子育て関連情報の効果的な提供 

イ． 子育て安心パスポート事業 

 

１０３ 家庭に対する支援 

ア． 子育てに対する経済的支援 

アー１ 乳児養育手当 

アー２ 子ども医療費助成 

アー３ ひとり親家庭等医療費助成 

アー４ 私立幼稚園等保護者負担軽減 

アー５ 認証保育所保育料負担軽減 

イ． ひとり親家庭の就労支援 

ウ． 一時保育・緊急一時保育事業 

エ． 子どもショートステイ事業 

オ． 食の支援事業 

次ページへ 
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（１）子どもの手本となる親であるために 

１０１ 親として必要な学びの場の整備 

共育プラザでは、乳幼児の保護者の子育て支援及び世代間の交流を推進し、各地域の共育・協働を実践す

る拠点として一層の充実を図ります。 

子ども家庭支援センターでは、先駆型子ども家庭支援センターとして、児童相談所等の専門的な機関との連

携を強化し、総合的な相談・支援体制の充実を図るとともに、子育て支援事業を実施していきます。また、平成

32 年の区児童相談所開設に向けて事業の移行準備を行っていきます。 

子育てひろばでは、親子を見守り、適切な声かけにより育児不安を軽減し、必要に応じて専門職員や相談機

関につなげます。また、民間子育てひろばとも連携しながら、多くの子育て世代への支援を充実します。 

妊娠期から子育て期にわたる支援として、妊娠届出時に、妊娠中の不安や心配事に対して保健師が面談す

ることで、不安を軽減し、安心して出産を迎えられるよう支援します。支援が必要な妊婦に対しては、支援プラン

を作成し継続的に支援を実施します。 

ハローベビー教室では、妊娠・出産の知識や子育ての具体的なイメージ化をすすめることにより、育児力の向

上を図るため、プログラム等を見直しました。今後は妊婦全数面接で初妊婦の参加を促していきます。また、就

労妊婦や父親の参加を促進するために、事業委託により土曜コースの回数を増やして実施します。 

新生児訪問、妊産婦訪問、地域子育て見守り訪問により、支援が必要な家庭を早期に把握し、保健師等によ

る家庭訪問や個別相談などの支援を切れ目なく行っていきます。 

産後の不安定な時期に、家族等から支援を受けることができず、支援が必要な産婦及び乳児に対して、宿泊・

通所により母体の休養と育児指導等を行うことで、育児不安を軽減し、児童虐待の防止に努めます。 

養育の支援が特に必要な家庭に対して、居宅を訪問し、指導・助言または育児・家事等の援助を行い、養育

環境の改善、家庭の養育力向上を目指します。 

 

 

 

 

 

１０４ ファミリーサポート制度の充実 

ア． ファミリーサポート事業 

１０５ 地域における子どもの居場所づくり 

ア． ひとり親家庭支援事業 

イ． 健やかな成長を支援する子どもの居場所事業 

１０６ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

ア． 虐待防止のための支援としくみづくり  

アー１ 子ども家庭支援センターの運営 （再掲 101） 

アー２ 養育支援家庭の早期発見・支援 

アー３ 相談支援等の充実 

アー４ 産後ケア事業【新】 （再掲 101） 

イ． 児童相談所の設置【新】 

前ページより 
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※地域子育て見守り：虐待予防を主に、地域の子育て見守り員による新生児の家庭環境を確認する事業。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実・子ども家庭支援センターの充実（施策コード１０１）の中で計上しています。 

 

施策コード １０１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

共育プラザ事業の充実 運営の充実 同左 同左 

事業費 ２４３，２４０千円 ２４３，２４０千円 ２４３，２４０千円 

子ども家庭支援センター 

の運営 

関係機関との連携強化 同左 児童相談所で 

事業を継続 
子育て支援事業の実施 同左 

事業費 １２０，０３５千円 １２０，０３５千円 １２０，０３５千円 

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業 

共育プラザ、健康サポー

トセンター、グリーンパレ

ス、船堀子育てひろば、

中葛西子育てひろば等 

運営の充実 同左 同左 

事業費 １２２，９９１千円 １２２，９９１千円 １２２，９９１千円 

民間ひろば 
民間ひろばの 

助成 １か所 
同左 同左 

事業費 ７，５００千円 ７，５００千円 ７，５００千円 

安
心
子
育
て
支
援 

妊婦全数面接【新】 ６，９００人 同左 同左 

事業費 １１１，１１３千円 １１１，１１３千円 １１１，１１３千円 

ハローベビー教室 

平日コース 

土曜日コース 

延４，０００人 

同左 同左 

事業費 ８，９１４千円 ８，９１４千円 ８，９１４千円 

養育支援家庭の早期 

発見・支援 

妊産婦訪問 

１，２００人 
同左 同左 

新生児訪問 

３，１００人 
同左 同左 

地域子育て見守り※ 

訪問 ３，１００人 
同左 同左 

事業費 ２２，７６３千円 ２２，７６３千円 ２２，７６３千円 

産後ケア事業【新】 
宿泊型 １０件 

通所型１２０件 
同左 同左 

事業費 ４，７７９千円 ４，７７９千円 ４，７７９千円 

養育支援訪問事業の実

施（育児支援ヘルパー

派遣事業を含む） 

事業の充実 同左 
児童相談所で 

事業を継続 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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１０２ 自信をもって子育てを行うために 

共育プラザ等子育て関連施設に子育て情報コーナーを設置するとともに、区立保育園の子育て情報掲示板

を活用し、区民へ子育て関連情報を提供します。また、ホームページで子育て情報を発信するとともに、子育て

ガイドなどの印刷物を活用することにより、必要な情報を効果的に提供します。 

子育て世帯が身近な区立保育園で気軽に育児相談や育児の楽しさを感じられるよう子育て安心パスポート

事業を推進します。誰でも気軽に参加できるようにパスポートを発行しながら育児相談、園庭開放、プール開放、

保育体験「親子ｄｅチャレンジ」、園ごとの「遊びにきませんか」など子育て支援事業に取り組んでいきます。 

施策コード １０２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

子育て関連情報の 

効果的な提供 

子育て情報コーナー 

（共育プラザ等）の活用 
同左 同左 

子育て情報掲示板 
（区立保育園）の活用 

同左 同左 

子育てガイドの充実 同左 同左 

区ホームページ等の 

充実 
同左 同左 

事業費 １，７５６千円 １，７５６千円 １，７５６千円 

子育て安心パスポート事業 
区立保育園全園で 

実施 
同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

 

１０３ 家庭に対する支援 

子育て世代の経済的な負担を軽減するため、乳児養育手当、子ども医療費助成等の各種手当の支給又は

助成を実施します。また、ひとり親家庭等に対して医療費の一部を助成することにより、ひとり親家庭等の健康を

維持し、福祉の増進を図ります。 

幼児教育の大部分を私立幼稚園等に委ねていることから、区立幼稚園との負担格差を解消するための補助

制度を幼児教育無償化の動向を踏まえ実施していきます。 

ひとり親相談室すずらんを設置し、生活に関する内容から就業支援までワンストップで支援します。また、ひと

り親家庭に対し、専門的な職業能力開発に資する自立支援給付金事業を実施することにより、安定した就業の

実現と経済的自立の促進を図ります。 

多様な保育ニーズに対応するため、実施について事業者の理解、協力を得ながら一時保育事業の充実を図

ります。 

病気、介護、就労等の事情で、宿泊を伴う子どもの養育及び保護が必要となる保護者への支援として子ども

ショートステイ事業を実施します。特に養育困難な家庭に子どもショートステイの利用を働きかけ、虐待を防止し、

養育の支援を図ります。なお、平成３０年度（2018 年度）からは、委託施設での預かりに加え、協力家庭での預

かりを実施します。 
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「－」：事業費は、子ども家庭支援センターの運営（施策コード１０１）の中で計上しています。 

 

１０４ ファミリーサポート制度※の充実 

多様化する依頼内容に対応していくため、協力会員の増強及びサブ・リーダーの発掘に努め、地域力を活か

した子育て支援としてファミリーサポート事業の充実を図ります。 

※ ファミリーサポート制度：育児援助を行いたい人と受けたい人を会員組織化し、援助活動を行うことで子育て世帯への育児を支援する

制度。 

施策コード １０４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

ファミリーサポート事業 
協力会員及びサブ・リ

ーダーの充実 
同左 同左 

事業費 １２，８８１千円 １２，８８１千円 １２，８８１千円 

 

施策コード １０３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

子
育
て
に
対
す
る
経
済
的
支
援 

乳児養育手当 ５，７５２人 同左 同左 

事業費 ８９８，３４５千円 ８９８，３４５千円 ８９８，３４５千円 

子ども医療費助成 ９５，５００人 ９５，３００人 ９５，１００人 

事業費 ３，８２３，７４６千円 ３，８１６，０９９千円 ３，８０８，４６７千円 

ひとり親家庭等 

医療費助成 
６，７２８人 同左 同左 

事業費 ２３５,５２０千円 ２３５,５２０千円 ２３５,５２０千円 

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 
支援の実施 同左 同左 

事業費 ２，０５３，９１７千円 ※※※千円 ※※※千円 

認証保育所 

保育料負担軽減 
支援の実施 同左 同左 

事業費 ２６，３７８千円 ※※※千円 ※※※千円 

ひとり親家庭への就労支援 

ひとり親家庭総合相談

事業（ひとり親相談室

すずらん） 

同左 同左 

自立支援給付金事業 同左 同左 

事業費 ４７，９０８千円 ４７，９０８千円 ４７，９０８千円 

一時保育・緊急一時保育 

事業 
事業の充実 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

子どもショートステイ事業 事業の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

食の支援事業【新】 事業の充実 同左 同左 

事業費 １３，５５６千円 １３，５５６千円 １３，５５６千円 
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１０５ 地域における子どもの居場所づくり 

地域、学校及び保護者の連携を推進し、子どもたちの豊かな人間性を育みます。 

施策コード １０５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

ひとり親家庭学習支援事業 

【新】 
２１５人 同左 同左 

事業費 ３９，５６９千円 ３９，５６９千円 ３９，５６９千円 

健やかな成長を支援する子

どもの居場所事業【新】 
６０人 同左 同左 

事業費 ２９，３２１千円 ２９，３２１千円 ２９，３２１千円 

 

１０６ 幼児・児童虐待防止体制の充実 

子育てに関する講座や養育支援訪問事業等の児童虐待予防事業の充実を図るほか、「子どもの保護に関す

る地域協議会」を中心に関係機関との連携を強化するとともに、おとなりさんボランティアを活用すること等により、

地域全体で児童虐待防止活動の一層の推進を図ります。平成３２年の区児童相談所開設後は、児童相談所を

中心に事業を継続していきます。 

子どもに関わるあらゆる関係者が連携し、地域を挙げて子育てに取り組み、児童虐待を防止します。 

急増する虐待相談対応等の現状の課題を解決し、子ども家庭支援センターとの二元体制の解消や切れ目の

ない児童福祉行政を展開すべく、区に児童相談所を設置します。設置に伴い、勤務する職員の人材育成のた

め、都内及び近隣県の児童相談所・一時保護所への職員派遣や、派遣を行わない職員については子ども家庭

支援センターでのＯＪＴ研修を実施することで、より実務的な技術の習得を行います。 

施策コード １０６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

虐
待
防
止
の
た
め
の
支
援
と
し
く
み
づ
く
り 

子ども家庭支援センター 

の運営 再掲１０１ 

養育支援訪問事業の

実施（育児支援ヘルパ

ー派遣事業を含む） 

同左 

児童相談所で 

事業を継続 

子どもショートステイ事

業ほか子育て支援事

業の実施 

同左 

関係機関との連携強化 同左 

おとなりさんボランティア

の活用 
同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

養育支援家庭の 

早期発見・支援 

再掲１０１ 

妊産婦訪問 

１，２００人 
同左 同左 

新生児訪問 

３，１００人 
同左 同左 

地域子育て見守り訪問 

３，１００人 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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（
虐
待
防
止
の
た
め
の
支
援
と
し
く
み
づ
く
り
） 

相談支援などの充実 

ＭＣＧ※の実施 同左 同左 

育児ストレス相談 同左 同左 

虐待予防検討会の運営 

１２回 
同左 同左 

事業費 ２，０７２千円 ２，０７２千円 ２，０７２千円 

産後ケア事業【新】 

再掲１０１ 

宿泊型 １０件 

通所型１２０件 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

児童相談所の設置【新】 

児童相談所設置工事 同左 開設 

児童相談所勤務職員

の育成 
同左 開設 

事業費 １，７２１，０００千円 １，１５９，０００千円 ０千円 

※MCG（マザーアンドチャイルドグループ）：児童虐待、育児困難等を抱える母親等がグループに参加し、親子の関係づくり、問題

解決等を図る事業。 

「－」：事業費は、養育支援家庭の早期発見・支援、産後ケア事業、子ども家庭支援センターの運営（施策コード１０１）の中で計上

しています。 
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２ 地域での次代を担う人づくり（地域教育の充実） 

【施策の考え方】 

一人ひとりのライフスタイルが一層多様化する中で、子どもたちが地域に愛着をもち、次代の地域社会を担う人

材となるよう、地域の人々がともに支えあって教育していくことが大切です。 

子ども会活動等への多くの地域ボランティアの関わり、親と子の貴重なふれあいの場となる親水公園等豊か

な自然、町会・自治会等のしっかりしたコミュニティの存在、このような子どもを教育していくための恵まれた環境

を活かして、次代を担う人づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地域教育の環境づくり 

１０７ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

地域・学校・保護者が連携し、地域全体で世代の異なる多くの大人が子どもたちと関わることで、次世代を担

う子どもたちの創造性・自主性・社会性が養われ、豊かな心を育めるよう、すくすくスクールの充実を図ります。 
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１０７ 地域で子どもの教育に責任をもつ意識の形成 

ア． すくすくスクールの充実 

１０８ 地域教育力の担い手づくり 

ア． 学校経営・教育活動等への地域人材等の活用 

１０９ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

ア． 子育てひろば事業 （再掲 101） 

イ． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

ウ． 身近な公園の整備 

エ． 特色のある公園の整備 

１１０ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

イ． 特色のある公園の整備 （再掲 109） 

１１１ 夢と好奇心をはぐくむ共育プラザづくり 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

１１２ 多様な産業教育の推進 

ア．産業ときめきフェアの開催 

 

 

１１３ 多様な活動機会・場の提供・支援 

ア． 共育プラザ事業の充実 （再掲 101） 

イ． 「青少年の翼」事業の充実 

１１４ 相談体制の整備 

ア． 教育研究所の教育相談の充実 

１１５ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

１１６ 青少年のための社会環境づくり 
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施策コード １０７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

すくすくスクールの充実 地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 ８７９，２５５千円 ８７９，２５５千円 ８７９，２５５千円 

 

１０８ 地域教育力の担い手づくり 

地域住民が積極的に学校支援活動に参加し、地域の資源・人材の活用により、学校を支援することで、学校

の教育活動をより効果的に推進します。また、地域住民と児童生徒との異世代交流を通して、地域の教育力の

向上を図ります。 

施策コード １０８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

学校経営・教育活動等への

地域人材等の活用 

学校応援団の充実 

区立全小中学校 
同左 同左 

事業費 ７，２８０千円 ７，２１０千円 ７，２１０千円 

 

１０９ 親子・親同士がふれあえる環境づくり 

子育てひろばにおける育児相談、子育て講座等を実施するとともに、父親も積極的に育児や地域の子育て

活動に参加できる体制づくりを進めていきます。 

「－」：事業費は、子育てひろば事業、共育プラザ事業の充実（施策コード１０１）の中で計上しています。 

 

施策コード １０９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

子
育
て
ひ
ろ
ば
事
業 

共育プラザ、健康サポー

トセンター、グリーンパレ

ス、船堀子育てひろば、

中葛西子育てひろば等 

再掲１０１ 

運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

民間ひろば 

再掲１０１ 

民間ひろばの 

助成 １か所 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

共育プラザ事業の充実 

再掲１０１ 
運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

身近な公園の整備 ２箇所 同左 １箇所 

事業費 ５０６，８７８千円 ３８１，０００千円 ３４０，０００千円 

特色のある公園の整備 ２箇所 １箇所 同左 

事業費 １９５，８１６千円 ５０，０００千円 ５０，０００千円 
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１１０ 地域の人々とふれあい、のびのび遊べる環境づくり 

共育プラザにおいて世代間の交流を推進し、各地域の共育・協働を実践する拠点として、一層の充実を図り

ます。また、「みどりの基本計画」に基づき、花や緑があふれる自然とふれあえる公園、農地を活用した公園、

様々な世代が自由に遊べる公園等、特色のある公園を地域にバランスよく整備していきます。 

施策コード １１０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

共育プラザ事業の充実 

再掲１０１ 
運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

特色のある公園の整備 

再掲１０９ 
２箇所 １箇所 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード１０１）、特色ある公園の整備（施策コード１０９）の中で計上しています。 
 

１１１ 夢と好奇心をはぐくむ共育プラザづくり 

共育プラザにおいて、中高生が利用しやすいような居場所づくりを進めるとともに自主的・主体的な活動を支

援します。また、世代間の交流を推進し、各地域の共育・協働を実践する拠点として一層の充実を図ります。 

「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード１０１）の中で計上しています。 

 

１１２ 多様な産業教育の推進 

区内外の企業（主に区内製造業）が一堂に会し、展示・実演等により優れた製品、技術力を企業並びに区民

に広く紹介する産業ときめきフェアにおいて、ものづくり体験コーナーや製作実演等を産業教育の場として活用

していきます。 

施策コード １１２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

産業ときめきフェアの開催 実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、産業ときめきフェアの開催（施策コード６０１）の中で計上しています。 

 

（２）青少年の地域社会の一員としての自覚づくり 

１１３ 多様な活動機会・場の提供・支援 

共育プラザにおいて、中高生が利用しやすいような居場所づくりを進めるとともに自主的・主体的な活動を支

援します。 

青少年を世界各国へ派遣し、ホームステイや文化体験等の幅広い体験を通して国際感覚を培い、次代を担

う人材の育成を図ります。また、青少年の翼に参加した団員が、その後も地域等でさらに活躍できるよう支援しま

す。 

 

施策コード １１１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

共育プラザ事業の充実 

再掲１０１ 
運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 
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「－」：事業費は、共育プラザ事業の充実（施策コード１０１）、「青少年の翼」事業の充実（施策コード２２１）の中で計上しています。 

 

１１４ 相談体制の整備 

いじめや不登校、発達などの悩みに専門的に対応できるよう、関係機関との連携を強め、教育研究所の教育

相談機能を充実させていきます。また、教職員相談や学校要請訪問など人的派遣を講じて学校を支援します。 

 

１１５ 健全育成団体の支援、指導者の育成 

地区委員会、子ども会等の健全育成団体を支援するとともに、ジュニアリーダー※、ユースワーカー等の指導

者を育成します。 

※ ジュニアリーダー：子ども会の中で、レクリエーションの指導、行事の企画立案運営の援助等をする中高生。 

 

１１６ 青少年のための社会環境づくり 

家庭、学校、地域社会、健全育成団体等が連携し、青少年のための健全な社会環境づくりを進めます。 

施策コード １１３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

共育プラザ事業の充実 

再掲１０１ 
運営の充実 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「青少年の翼」事業の充実 
派遣先  ３か国 

派遣人数 ６０人 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

施策コード １１４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

教育研究所の教育相談の充

実（いじめ・不登校・発達障

害など） 

相談室４ヶ所 同左 同左 

事業費 １２，３３９千円 １２，３３９千円 １２，３３９千円 
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３ 多様な保育サービスの提供 

【施策の考え方】 

区では、０～２歳児の低年齢期は家庭で保育する世帯が多く、３～５歳児の幼年期はその９割以上が集団保

育です。低年齢児保育へのニーズ、女性の就労の増加等に伴う長時間保育に対する期待等、様々な保育需要

に柔軟に対応するために、多様な保育サービスが提供できるしくみづくりに取り組みます。 

【施策体系図】 
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１１７ 保育ママ制度の充実 

ア． 保育ママ制度の充実 

１１８ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

 

１１９ 保育人材の充実 

 

１２０ 集団的保育の推進 

ア． 私立幼稚園就園奨励費 

イ． 私立幼稚園等保護者負担軽減 （再掲 103） 

１２１ 地域に開かれた保育施設 

 

１２２ 幼稚園・保育園の充実 

ア． 保育園の新設等 

アー１ 認可保育園の新設 

アー２ 地域型保育事業の新設 

イ． 保育園発達支援コーディネーターの育成 

ウ． 育成室の運営 

エ． 保育園・幼稚園における食育の実施 

 

１２３ 保育サービスの多様化 

ア． 区立保育園の民営化 

イ． 私立保育園等の運営支援 

ウ．延長保育の実施 

エ．私立幼稚園預かり保育の充実 

オ．病児・病後児保育施設の拡充 

 

１２４ 保育サービスの窓口整備 

ア． 子育て関連情報の効果的な提供 （再掲 102） 

イ． 子育て安心パスポート事業 （再掲 102） 

 

１２５ 保育サービスに対する第三者評価への取り組み 

ア． 第三者評価への取り組み 
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（１）人間性の基礎を培う家庭的保育の推進 

１１７ 保育ママ制度の充実 

０歳児保育の区民ニーズを見極めながら、ぬくもりと愛情あふれる家庭的保育の「保育ママ制度」を区独自事

業として、維持・充実させていきます。 

保育ママの人材確保、研修や巡回指導による保育ママへのサポート体制を強化し、資質向上に努め、「安

全・安心な保育」を推進していきます。 

施策コード １１７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

保育ママ制度 制度の充実 同左 同左 

事業費 ４８１，０３１千円 ４８１，０３１千円 ４８１，０３１千円 

 

１１８ 家庭的保育の多様なしくみづくり 

ファミリーサポート協力会員が、共育プラザの子育てひろばにおいて、一時預かりを行う子育てサポートひろ

ば事業を実施する等の地域力を活かした子育て支援を推進します。 

 

１１９ 保育人材の充実 

地域の保育人材を発掘し、その積極的な活用を図ります。 

 

（２）社会性の基礎を培う集団的保育の推進 

１２０ 集団的保育の推進 

人間形成のために重要な幼児期の教育を推進していくため、子どもの就園を奨励するための支援を継続して

いきます。また、幼児教育の大部分を私立幼稚園等に委ねていることから、区立幼稚園との負担格差を解消す

るための補助制度を幼児教育無償化の動向を踏まえ実施していきます。 

施策コード １２０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

私立幼稚園就園奨励費 実施 同左 同左 

事業費 ８６３，８７２千円 ※※※千円 ※※※千円 

私立幼稚園等 

保護者負担軽減 

再掲１０３ 

支援の実施 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、私立幼稚園等保護者負担軽減（施策コード１０３）の中で計上しています。 

 

１２１ 地域に開かれた保育施設 

地域に開かれた、安全な保育施設の整備に努めます。 
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１２２ 幼稚園・保育園の充実 

各地域の待機児童数等を考慮しながら認可保育園や地域型保育事業などの保育施設の整備を進めていき

ます。 

区立及び私立保育園において、発達に課題を抱える子どもへの理解を深め、保護者への適切な対応や支援

を行うことができるように保育園発達支援コーディネーターを育成していきます。また、必要に応じて新規育成を

随時実施しながら、現在活動中のコーディネーターのステップアップ研修を実施し、専門性の向上を図るととも

に、関係機関との連携強化も推進していきます。 

育成室では、あそびと生活の場を通じ、基本的生活指導や機能発達訓練、言語指導を行うことにより、人間

形成の最も重要な幼児期にある児童の情緒の発達を促し、身辺自立機能の向上及び社会性の発達を図ります。

また、保護者協力の基での集団及び個別療育や、児童の心身の状況等の把握による適切な相談・保護者支援、

児童の発達に必要な関係機関の情報提供及び連携に努めます。 

保育園や幼稚園では、食を営む力の育成に向けその基礎を培うため食育を実施します。また、家庭での食に

関する生活力の低下が危惧されることから、家庭での食育への理解がすすむよう保育園・幼稚園での取り組み

や普及啓発を行います。 

施策コード １２２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

保
育
園
の
新
設
等 

認可保育園の新設 １６園 １１園 検討 

地域型保育事業の新設 ３園 ７園 検討 

事業費 ２，１１９，７６４千円 ３，７７８，６７９千円 ※※※千円 

保育園発達支援コーディネ

ーターの育成 

専門性の向上 

関係機関との連携強化 

新規育成 

同左 同左 

事業費 １０１千円 １０１千円 １０１千円 

育成室の運営 

専門性の高い療育の 

提供 

信頼される保護者支援

の提供 

関係機関・専門機関と

の連携 

育成室の新設・円滑な

運営 

同左 同左 

事業費 ４２２，２５８千円 ４２２，２５８千円 ４２２，２５８千円 

保育園・幼稚園における 

食育の実施 
普及・啓発 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 
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１２３ 保育サービスの多様化 

保育サービスに関する多様な需要に柔軟に対応するため、区内の私立幼稚園及び私立保育園で構成する

社会福祉法人えどがわによる保育園運営を行い、区立保育園の民営化の促進を図ります。また、私立保育園、

認定こども園※、認証保育所※、地域型保育事業※、企業主導型保育事業※について、各園の特長を活かした保

育の充実を図ります。 

併せて、多様な保育ニーズに対応するため、地域のニーズ及び実情等を勘案しながら延長保育事業や私立幼稚

園の預かり保育事業の充実を図ります。 

また、病後児保育を実施する医療機関に対し、事業費の一部を補助するとともに中央地区で新たな地域での事業

実施を検討していきます。 

※ 認定こども園：幼稚園、保育所等のうち、東京都が認めた、就学前の教育・保育を一体として捉え一貫して提供する施設。 

※ 認証保育所：大都市特有のニーズに対応するため、東京都が独自基準により認証した保育所。 

※ 地域型保育事業：小規模保育事業、事業所内保育事業等 

※ 企業主導型保育事業：企業が従業員のために設置する保育施設。 

施策コード １２３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

区立保育園の民営化 １園 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

私立保育園等の運営支援 保育内容の充実 同左 同左 

事業費 １７，０４３，７７８千円 ※※※千円 ※※※千円 

延長保育の実施 充実 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

私立幼稚園預かり保育の 

充実 
充実 同左 同左 

事業費 １３６，２７５千円 ※※※千円 ※※※千円 

病児・病後児保育施設の 

拡充 
５か所 ６か所 同左 

事業費 ４，０００千円 ※※※千円 ※※※千円 
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１２４ 保育サービスの窓口整備 

共育プラザ等子育て関連施設に子育て情報コーナーを設置するとともに、区立保育園の子育て情報掲示板

を活用し、区民へ子育て関連情報を提供します。また、ホームページで子育て情報を発信するとともに、子育て

ガイドなどの印刷物を活用することにより、必要な情報を効果的に提供します。 

子育て世帯が身近な区立保育園で気軽に育児相談や育児の楽しさを感じられるよう子育て安心パスポート

事業を推進します。誰でも気軽に参加できるようにパスポートを発行しながら育児相談、園庭開放、プール開放、

保育体験「親子ｄｅチャレンジ」、園ごとの「遊びにきませんか」など子育て支援事業に取り組んでいきます。 

施策コード １２４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

子育て関連情報 

の効果的な提供 

再掲１０２ 

子育て情報コーナー 

（共育プラザ等）の活用 
同左 同左 

子育て情報掲示板 

（区立保育園）の活用 
同左 同左 

子育てガイドの充実 同左 同左 

区ホームページ等の 

充実 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

子育て安心パスポート事業 

再掲１０２ 

区立保育園全園で 

実施 
同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

「－」：事業費は、子育て関連情報の効果的な提供（施策コード１０２）、子育て安心パスポート事業（施策コード１０２）の中で計上し

ています。 

 

１２５ 保育サービスに対する第三者評価※への取り組み 

保育施設に対する公正中立な機関による評価実施の啓発に努め、施設におけるサービスの質の向上に繋げ

ていきます。 

※ 第三者評価：事業者の提供するサービスの質を公的に認められた第三者機関が専門的かつ客観的な立場から評価すること。 

施策コード １２５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

第三者評価への取り組み 普及・啓発・実施 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 
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４ ２１世紀にふさわしい学校教育の推進 

【施策の考え方】 

次代を担っていく子どもたちが、未来への夢や目標を抱き、創造的で活力ある社会をめざして果敢に取り組

み、世界の中で信頼される人間として成長するように２１世紀にふさわしい学校教育を推進します。 

このため、時代の変化に対応できる教育の展開、特色ある学校づくり、基礎学力の向上をめざした先進的取り

組み、校内での相談体制の充実等による笑顔で通える学校づくり、学校と家庭、地域、関係機関との連携強化、

子どもの居場所づくり等による開かれた学校づくりを進めます。 

【施策体系図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
教
育
の
推
進 

 

 

１２６ ２１世紀にふさわしい教育内容の充実 

ア． 教育課題への対応 

イ． 併設型葛西小中学校における小中連携教育に関わる

研究 

 

１２７ 教員の資質の向上 

ア． 教育の情報化の推進 

イ． 若手教員の育成 

ウ． 教員一人ひとりの「指導力」の向上 

エ． 読書科推進研修 

オ． 特別支援学級における指導の充実 

 

１２８ 学校ごとに特色のある教育の展開 

ア． 小中連携教育の充実 

 

１２９ 教育環境の整備 

ア． 校務の情報化の推進 

イ． 教育用校内ＬＡＮの整備 

ウ． 小中学校の改築 

エ． 施設改修・補修工事 

エー１ 給食室改修工事 エー２ 外壁補修工事 

エー３ 屋上改修工事 エー４ 電気設備改修工事 

エー５ 手洗所改修工事 エー６ プール改修工事 

エー７ 給水管改修工事  

 

学
校
環
境
の
整
備 

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の 

 

次ページへ 

 



29 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）子どもたちのための学校環境の整備 

１２６ ２１世紀にふさわしい教育内容の充実 

区の重点的な教育課題について、研究校を指定し、研究項目（各教科における指導法の充実、ICT 活用の

推進、カリキュラム・マネジメントの研究、特別支援教育の充実等）について研究を行い、普及・啓発を図ります。 

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り 

１３０ いきいきと学ぶ学校づくり 

ア． 「確かな学力」の向上 

イ． キャリア教育 

ウ． 小学校外国語活動の推進 

エ． 理科教育の充実 

オ． 体験活動の充実（民間施設を利用した日光移動教室） 

カ． 体力の向上 

キ． 心の教育【新】 

ク． 読書科の推進 

ケ． 学校図書活動の推進 

コ． オリンピック・パラリンピック教育の推進 

サ． 部活動の適正な実施【新】 

 

１３１ 校内での相談体制の充実 

ア． 校内相談体制の充実 

イ． 教育研究所の教育相談の充実 （再掲 114） 

ウ． 学校サポート教室の運営 

エ． 不登校対策事業の拡充 

オ． 不登校改善対策体験事業の実施 

カ． 登校サポートボランティア活用事業 

 

１３２ 特別支援教育の充実 

ア． 特別支援学級の新設  

イ． 専門家チームの派遣 

ウ． 通常学級における特別支援教育の推進 

エ． 特別支援学級における指導の充実 

 

１３３ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

ア． 学校評価の推進 

 

１３４ 放課後児童の健全育成の推進 

ア． すくすくスクールの実施 （再掲 107） 

イ． すくすくスクールの職員研修・巡回指導 

１３５ 地域の人々が集う学校づくり 

ア． 校庭・体育館･教室等の地域開放 

前ページより 

 

教
育
の
実
践 

「
生
き
る
力
」
を
育
む 

 

特
別
支
援
教
育
の
充
実 
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施策コード １２６ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

教育課題への対応 
教育課題実践推進校の 

指定 
同左 同左 

事業費 ４，２００千円 ４，２００千円 ４，２００千円 

併設型葛西小中学校における

小中連携教育に関わる研究 
研究 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

１２７ 教員の資質の向上 

教育現場における、タブレットや電子黒板等のＩＣＴ機器の活用を推進するとともに、情報教育に関する教員

研修を行い、情報社会において必要な「情報活用能力」や「情報モラル」を育成していきます。 

教育公務員として求められる４つの資質「学習指導力」「生活指導力・進路指導力」「外部との連携・折衝力」

「学校運営力・組織貢献力」を系統的に身に付けさせていきます。また、新たな教育課題に対応するため、教員

研修の充実を図り、変化の激しい時代を生き抜く子どもの育成につなげていきます。 

施策コード １２７ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

教育の情報化の推進 ICT 校内研修の実施 同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

若手教員の育成 
１～３年次研修の 

体系化 
同左 同左 

事業費 ８１８千円 ８１８千円 ８１８千円 

教員一人ひとりの 

「指導力」の向上 

教育課題に対応した 

研修内容の充実 
同左 同左 

事業費 １，６０８千円 １，６０８千円 １，６０８千円 

読書科推進研修 実施 同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

特別支援学級における指導

の充実 
教員研修の実施 同左 同左 

事業費 ８９２千円 ８９２千円 ８９２千円 
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１２８ 学校ごとに特色のある教育の展開 

小中学校の９年間を一体的に捉え、地区ごとの教育課題の解決に向けて、小中連携教育を推進します。 

施策コード １２８ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

小中連携教育の充実 

小中連携教育プログラム

の改善・充実 
同左 同左 

併設型葛西小中学校にお

ける小中連携教育に関わ

る研究 再掲１２６ 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

１２９ 教育環境の整備 

第三次江戸川区学校教育情報化推進計画（平成30年策定）に基づき、１人１台の校務用パソコンを活用して

児童生徒及び教員間の情報を共有し、更なる校務の効率化を図り教育の質を向上させます。さらに学校ホーム

ページや連絡メール配信システムなどＩＣＴを効果的に活用し、家庭・地域との連携を強化することで、開かれた

学校づくりを推進します。また、すべての教科において児童・生徒と教員が、安全かつ気軽に、日常的にＩＣＴ

を利用できる環境を整備し、１人１台の情報端末時代に向けたＩＣＴ環境のあり方に関する研究・検討を進めてい

きます。 

老朽化の進んでいる学校施設の改築を実施し、将来にわたって地域の拠点となる安全・安心な施設整備を

行います。また、改築に際しては、環境に配慮した学校づくりを進めるとともに、実情にあわせて地域のニーズに

配慮した施設整備を行っていきます。また、学校の各設備に関しては、老朽化状況等を踏まえ、適切な改修・補

修工事を行っていきます。 

施策コード １２９ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

校務の情報化の推進 区立全小中学校 同左 同左 

事業費 ４８７，３６６千円 ４２４，９８３千円 ４２４，９０６千円 

教育用校内ＬＡＮの整備 区立全小中学校 同左 同左 

事業費 ４６４，７３０千円 ４７０，０００千円 ４７０，０００千円 

小中学校の改築 改築工事 ２校 改築工事 １校 改築工事 ２校 

事業費 ３，４７９，０００千円 ２，０００，０００千円 ４，０００，０００千円 

施
設
改
修
・補
修
工
事 

給食室改修工事 小学校 １校 小学校 １校 小学校 １校 

事業費 １３６，８５０千円 １３７，０００千円 １３７，０００千円 

外壁補修工事 
小学校 ２校 

中学校 １校 
小学校 ３校 

小学校 ３校 

中学校 １校 

事業費 ２３５，０００千円 ２３４，０００千円 ３１２，０００千円 
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（２）「生きる力」を育む教育の実践 

１３０ いきいきと学ぶ学校づくり 

様々な取り組みを通じて、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用して課題を解決

するために必要な思考力、判断力、表現力等を育むとともに、主体的に学習に取り組む態度を養います。また、

キャリア教育を通じて、発達段階に応じて望ましい勤労観・職業観をもち、自らが進路を選択・決定していくこと

に必要な能力・態度を身に付けさせます。 

教員がＡＬＴ※とともに外国語授業に取り組むことにより、児童・生徒が外国語の音声や基本的な表現に慣れ

親しむとともに、外国語によるコミュニケーション能力を養います。また、学校や地域における理科教育を充実さ

せ、児童・生徒の科学に対する興味・関心を高めていきます。 

小学校６年生を対象として、民間施設を利用した日光移動教室を実施し、豊かな心の育成や望ましい人間関

係の形成を目指します。また、道徳教育の充実を図るとともに「いじめ、不登校、自殺等」の未然防止を図り、心

身ともに健康で豊かな心の育成を図ります。 

積極的に運動やスポーツに親しみ、日常的に運動を行う習慣を身に付けさせるため、心身の調和的発達を

遂げられるような資質を養うための取り組みを行います。 

本区独自の読書科の推進を図ることにより、読書を通じた探究的な学習を通して、生涯にわたって主体的に

学び続けていくための資質・能力を育成します。また、学校図書館の活用推進及び環境の充実を図り、児童・生

徒の主体的な学習活動・読書活動を推進します。 

東京 2020 オリンピック・パラリンピック開催後も教育的な遺産を児童・生徒に残せるよう、オリンピック・パラリン

ピック教育の充実を図っていきます。 

部活動の運営について指針を定めるとともに、専門的な技術指導を受けることができるよう外部指導員を派遣

し、適正な部活動の運営を図っていきます。 

※ＡＬＴ：外国人英語科指導助手 

 

 

 

 

（
施
設
改
修
・補
修
工
事
） 

屋上改修工事 
小学校 ５校 

中学校 ２校 

小学校 ５校 

中学校 １校 

小学校 ４校 

中学校 ３校 

事業費 ３０２，０００千円 ２５８，０００千円 ３０１，０００千円 

電気設備改修工事 中学校 １校 
小学校 １校 

中学校 １校 

小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 ８４，６３４千円 １７０，０００千円 １７０，０００千円 

手洗所改修工事 
小学校 ２校 

中学校 ４校 

小学校 ２校 

中学校 ４校 

小学校 １校 

中学校 ４校 

事業費 ３７３，８０１千円 ３７２，０００千円 ３１０，０００千円 

プール改修工事 小学校 ２校 
小学校 １校 

中学校 １校 

小学校 １校 

中学校 １校 

事業費 １９０，０８０千円 １９０，０００千円 １９０，０００千円 

給水管改修工事 
小学校 ３校 

中学校 ２校 

小学校 ２校 

中学校 １校 

小学校 ２校 

中学校 ２校 

事業費 １７８，５００千円 １６５，０００千円 ２２０，０００千円 
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施策コード １３０ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

「確かな学力」の向上 

各学校独自の「確かな

学力向上推進プラン」

を策定 

同左 同左 

「全国学力・学習状況

調査」全校実施 
同左 同左 

「児童・生徒の学力向

上を図るための調査」

全校実施 

同左 同左 

少人数指導による授業

の推進 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

キャリア教育 
チャレンジ・ザ・ドリーム

の実施 
同左 同左 

事業費 ３，７８５千円 ３，７８５千円 ３，７８５千円 

小学校外国語活動の推進 

国の動向を踏まえた 

ＡＬＴの配置 
同左 同左 

教育課題実践推進校

の指定  

再掲１２６ 

同左 同左 

事業費 ６８，１０８千円※ ６８，１０８千円※ ６８，１０８千円※ 

理科教育の充実 

科学教育センターの 

実施 
同左 同左 

観察実験アシスタントの

配置 
同左 同左 

事業費 ２７，４１８千円 ２７，４１８千円 ２７，４１８千円 

体験活動の充実 

（民間施設を利用した日光移

動教室） 

準備 実施 完全実施 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

体力の向上 

「体力・運動能力調査」

の全校実施 
同左 同左 

運動意欲の向上 

小：運動遊び 

中：補助運動 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 
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心の教育【新】 

道徳教育の充実 同左 同左 

「江戸川っ子・家庭 

ルール」の実施 
同左 同左 

Ｑ－Ｕアンケートの 

実施 
同左 同左 

事業費 ５，２４８千円 ５，２４８千円 ５，２４８千円 

読書科の推進 

読書科推進研修の 

実施 

再掲１２７ 

同左 同左 

各学校独自の「読書科

年間指導計画」の作成・

実施 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

学校図書館活用の推進 

学校図書館スーパー 

バイザーの配置 
同左 同左 

司書の派遣 同左 同左 

事業費 ２２，１９０千円 ２２，１９０千円 ２２，１９０千円 

オリンピック・ 

パラリンピック教育の推進 

オリンピック・パラリンピ

ック教育レガシー創造

プランの策定 

同左 同左 

オリンピック・パラリンピ

ックコーナーの設置 
同左 同左 

「オリンピック・パラリンピ

ック学習読本」、 

「オリンピック・パラリンピ

ックノート」の活用 

同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

部活動の適正な実施【新】 

クラブ・部活動 

外部指導員の活用 
同左 同左 

部活動運営指針の 

策定 

部活動運営指針に 

基づく実施 
同左 

事業費 １９，８００千円 １９，８００千円 １９，８００千円 

※事業費は、「国の動向を踏まえたＡＬＴの配置」のみ計上しています。 
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１３１ 校内での相談体制の充実 

全校にスクールカウンセラー※を配置し、児童・生徒や保護者に対する相談、授業観察、担任等へのアドバイ

ス、教員研修での講話等、状況に応じた支援を行います。また、学校では対応が困難な事案に対して、チルド

レン・サポートチームとして、指導主事・心理士・スクールソーシャルワーカー・教育研究員を派遣し、支援を行い

ます。 

いじめや不登校、発達等の悩みに専門的に対応できるよう、関係機関との連携を強め、教育研究所の教育相

談機能を充実させます。また、教職員相談や学校要請訪問など人的派遣を行い、学校を支援します。 

学校サポート教室において、不登校の児童・生徒に対して、基礎学力の向上、生活リズムの定着及びコミュニ

ケーション能力を高める指導を行うとともに、学校及び家庭との協力を得ながら、一人ひとりに応じた学校復帰方

針を立て、児童・生徒の学校復帰へのきっかけづくりを進めて行きます。また、保護者にとっても学びや安心して

相談できる場としての機能も維持していきます。 

今後の不登校対策のあり方の検討・見直しにより、不登校の未然防止・早期解決を図るとともに、不登校傾向

にある児童・生徒の自主性・自律性を高め、学校復帰の力を養うために、野外体験学習(キャンプ)等や地域ボラ

ンティアの協力による体験学習を実施していきます。 

登校サポートボランティア活用事業として、教室に入れない児童・生徒への別室での支援(学習の見守り・話し

相手)、付き添いがあれば登校できる児童・生徒の迎え、教室に一時的にいられなくなった児童・生徒への対応

など学校の活動プランに基づいて活動するボランティア(心理学等を学んでいる大学生や地域人材等)を学校へ

派遣します。学校がボランティアを組織的に活用することで校内の不登校対策を活性化させ、対応の幅を広げ、

不登校の解消へとつなげていきます。 

※ スクールカウンセラー：学校において児童・生徒の悩みの相談に応じる等教員の児童・生徒理解について指導・助言を行う人。 

※ 登校サポートボランティア：登校はできても教室へ入ることのできない児童・生徒や、付添いの支援があれば登校できる児童・生

徒への登校支援を行うボランティア。 

施策コード １３１ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

校内相談体制の充実 

スクールカウンセラーの

配置（全小・中学校） 
同左 同左 

チルドレン・サポートチ

ーム（スクールソーシャ

ルワーカーを含む）の

派遣 

同左 同左 

事業費 ※※※千円 ※※※千円 ※※※千円 

教育研究所の教育相談の 

充実 

（いじめ・不登校・発達障害など） 

再掲１１４ 

相談室４ヶ所 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

学校サポート教室の運営 ６ヶ所 同左 同左 

事業費 ８，３５７千円 ８，３５７千円 ８，３５７千円 

不登校対策事業の拡充 不登校対策の見直し 
不登校に関する新たな

取り組みの実施 
同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 
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不登校改善対策体験事業の

実施 
１０事業 同左 同左 

事業費 １，７２３千円 １，７２３千円 １，７２３千円 

登校サポートボランティア活

用事業 
実施 同左 同左 

事業費 ５，９８４千円 ５，９８４千円 ５，９８４千円 

「－」：事業費は、教育研究所の教育相談の充実（施策コード１１４）の中で計上しています。 

 

（３）特別支援教育の充実 

１３２ 特別支援教育の充実 

今後、増加が見込まれる情緒障害・発達障害等の児童・生徒に対応していくため、特別支援教室と情緒障害

等通級指導学級を設置していくとともに、通常学級在籍の発達障害の児童・生徒に対する望ましい教育的対応

に取り組むため、助言等を行う専門家を派遣していきます。また、平成３０年度（2018 年度）から全小学校におけ

る巡回指導の実施及び平成３３年度（2021 年度）からの全中学校における巡回指導の実施に向けて、配慮を要

する生徒への支援体制の充実を図っていきます。特別支援教育担当教員を対象とした研修を実施し、個々の

児童・生徒の障害に応じた指導を行います。また、中学校特別支援学級における作業学習の充実を図っていき

ます。 

施策コード １３２ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

特別支援学級の新設 

小学校全校(特別支援

教室・情緒) 

小松川第二中学校 

(情緒) 

－ － 

事業費 ２９，２２２千円 千円 千円 

専門家チームの派遣 推進 同左 同左 

事業費 ９０６千円 ９０６千円 ９０６千円 

通常学級における特別支援

教育の推進 

小学校における巡回指

導の完全実施 

小学校における巡回指 

導の改善・充実 
同左 

中学校における巡回指

導の開始準備 
同左 同左 

交流及び共同学習の

充実 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

特別支援学級における指導

の充実 

教員研修の実施 

再掲１２７ 
同左 同左 

中学校特別支援学級

（知的障害）における作

業学習の充実 

同左 同左 

事業費 ８９２千円 ８９２千円 ８９２千円 
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（４）開かれた学校づくり 

１３３ 学校と家庭、地域、関係機関との連携強化 

教育委員会の重点事業を踏まえた評価項目に基づき、各学校において学校関係者評価を行います。また、

評価結果をホームページ掲載や保護者会での説明などにより、保護者や地域に対して積極的に情報を公開し

ていきます。 

施策コード １３３ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

学校評価の推進 
学校関係者評価の実施

及び評価結果の公開 
同左 同左 

事業費 ０千円 ０千円 ０千円 

 

１３４ 放課後児童の健全育成の推進 

地域・学校・保護者が連携し、地域全体で世代の異なる多くの大人が子どもたちと関わることで、次世代を担

う子どもたちの創造性・自主性・社会性が養われ、豊かな心を育めるよう、すくすくスクールの充実を図ります。ま

た、配慮を要する児童への適切な対応を行うため、職員のスキルアップを図るとともに、臨床心理士の派遣を行

います。 

施策コード １３４ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

すくすくスクールの充実 

再掲１０７ 
地域・学校との連携強化 同左 同左 

事業費 －千円 －千円 －千円 

すくすくスクールの職員 

研修・巡回指導 
実施 ９回 同左 同左 

事業費 ２８１千円 ２８１千円 ２８１千円 

「－」：事業費は、すくすくスクールの充実（施策コード１０７）の中で計上しています。 

 

１３５ 地域の人々が集う学校づくり 

地域住民の健康・体力の維持及び増進並びに文化的教育活動の高揚に努めるとともに、地域住民相互の親

睦が図れるよう、区立小学校・中学校の施設を学校教育に支障のない範囲において、広く区民に開放します。 

施策コード １３５ 年次計画 

計画事業内容 ３０年度（2018 年度） ３１年度（2019 年度） ３２年度（2020 年度） 

校庭・体育館・教室等の 

地域開放 
実施 同左 同左 

事業費 ５２，９３７千円 ５２，９３７千円 ５２，９３７千円 
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